
　昨年3月11日の東日本大震災は未曾有の被害を

もたらしました。福島原発事故という「人災」も重

なって、今なお人々の心と生活に大きな影を落と

しています。被災者の皆さまに心からお見舞い申

し上げ、亡くなられた方々のご冥福をお祈りする

とともに、いま全国で総力を挙げて復興に取り組

んでいかないといけないと考えています。

　がれきの広域処理が問題となっていますが、「が

れきが復興の妨げになっている」というのは違う

と考えます。私は広域処理に反対です。

　福岡市は処分場の構造上、がれきに含まれる放

射能が博多湾などの環境中に拡がるとして断り

ました。詳しくは市政だより4月15日号に書かれ

ています。福岡市では被災地支援として、現地で

のがれきの処理支援や行政立て直しの支援をす

るために職員を長期派遣しています。

　九州だからこそできる支援、九州に求められて

いる支援とは、安全な食糧生産地としての食糧供

給であり、避難先・一時保養先としての「人」の受

け入れだと考えます。私も昨年の夏休み、被災地

の母子の一時保養受け入れに、微力ながら協力さ

せていただきました。「絆」という感情は大切です。

しかし私は政治家として冷静に議論を尽くし、そ

の先に「絆」を考えなければいけないと思います。

　また、福岡市はまだまだ無駄な大型事業を抱え

ています。それら無駄を削ることで、被災地支援

の財源を捻出できます。まずは私たちの暮らしを

見直し、足元の問題を考えましょう。
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